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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

本県の果樹地帯が放射性降下物の汚染被害を受けた時期は発芽前であり、土壌からの吸収は吸収根域の分布特性から

限定的と推定された。しかし、果実からは想定以上の放射性 Cs が検出された。そこで、放射性 Cs の土壌から樹体への移行

の有無について検討する手がかりを得るために、５年生モモ「ゆうぞら」および６年生カキ「蜂屋」を掘り上げて樹体を解体し、

汚染初年度における部位別放射性Cs濃度と分配率を検証した。分配率は濃度と重量の積から含有量を求め、樹全体に対す

る各部位の割合として算出した。

(1) カキでは、地上部の部位別放射性Cs濃度（乾物当たり）は１年生枝＜２年生枝＜３年生枝、４年生枝、主幹の順で高

い値を示した。３年生枝～主幹の間では有意差は認められなかった。根部は中根が他の部位より有意に低かった。

また根部は１年枝より低濃度であった（図１）。

(2) 放射性 Cs のカキ樹体の部位別分配率は、主幹部が 69.9％で最も高く、次いで 4 年生枝であった。地上部全体の分

配率は98.4％で、地下部は1.6％であった（図１）。

(3) モモでは、地上部の部位別放射性Cs濃度（乾物当たり）は３年枝が最も高く、次いで２年生枝であった。１年生枝と主

幹（台木部）濃度は同レベルで地上部では最も低濃度であった。根部はいずれも１年枝より低濃度であった（図２）。

(4) 40K /134+137Cs比は１年生枝ではほぼ等量であったが、地上部の２年生枝～主幹皮部ではCsが著しく高くかった。これ

に対し地下部では 40KがCsの２～６倍量を示し、Csの分布状態が地上部と地下部では対照的であることが明らかと

なった（図３）。

(5) 放射性Csのモモ樹体の分配率では３年生枝部が45.4％で最も高く、次いで２年生枝であった。地上部全体の分配率

は94.1％で、地下部は5.9％であった（図２）。

(6) モモ、カキともに根部の濃度は１年生枝より低く、地下部の分配率も極めて低いことから、放射性Csの土壌からの樹

体内への移行の可能性は極めて低いと推察された。なお、中根より細根で濃度が高いのは秋根の伸長に伴う地上

部からの貯蔵性Csの転流によるものと考えられた。

(７) 以上のことから放射性 Cs の土壌からの樹体内への移行の可能性は極めて低く、また地上部から地下部への移行も

少ないことから、果樹では地上部を対象とした除染が果実への移行抑制対策として有効であることが確認された。

２ 期待される効果

(1) 吸収抑制対策を立てる上で重要な情報となる。

３ 活用上の留意点

(1) 周辺環境からの２次汚染や土壌のかく乱による放射性Csの新たな吸収がないことが前提となる。
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図１ 放射性Cs部位別濃度と分配率
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図２ 放射性Cs部位別濃度と分配率
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図３ 器官別 40K/(134Cs+137Cs)濃度比
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